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付
）
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旨

）

本
法
律
案
は
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
一
環
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
を
設
立
す
る
た
め
、
そ
の
名
称
、
目
的
、
業
務

の
範
囲
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
則

１

独
立
行
政
法
人
の
名
称
は
、
独
立
行
政
法
人
造
幣
局
（
以
下
「
造
幣
局
」
と
い
う

）
と
す
る
。

。

２

造
幣
局
の
目
的
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①

貨
幣
の
製
造
等
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
等
に
よ
り
、
通
貨
制
度
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と

②

勲
章
、
褒
章
、
記
章
及
び
金
属
工
芸
品
の
製
造
等
並
び
に
貴
金
属
の
品
位
の
証
明
等
で
あ
っ
て
、
公
共
上
の
見
地
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
も
の
を
行
う
こ
と

３

造
幣
局
は
、
そ
の
役
職
員
に
国
家
公
務
員
の
身
分
を
与
え
る
特
定
独
立
行
政
法
人
と
す
る
と
と
も
に
、
主
た
る
事
務
所

を
大
阪
府
に
置
く
。

４

造
幣
局
の
資
本
金
に
つ
い
て
は
、
造
幣
局
の
成
立
時
に
造
幣
局
が
国
か
ら
承
継
し
た
権
利
に
係
る
財
産
の
価
額
の
合
計
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額
か
ら
承
継
し
た
義
務
に
係
る
負
債
の
価
額
等
の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
に
相
当
す
る
金
額
を
当
初
の
資
本
金
と
す
る
。

ま
た
、
政
府
は
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
追
加
出
資
で
き
る
。

二
、
役
員

造
幣
局
に
、
役
員
と
し
て
、
理
事
長
及
び
監
事
二
人
を
置
く
ほ
か
、
理
事
三
人
以
内
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
業
務
等

１

造
幣
局
の
業
務
の
範
囲
は
、
貨
幣
の
製
造
、
勲
章
、
褒
章
の
製
造
及
び
そ
れ
ら
に
関
す
る
試
験
、
研
究
等
、
現
在
実
施

し
て
い
る
業
務
を
引
き
続
き
行
う
。

２

造
幣
局
は
、
貨
幣
製
造
業
務
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
製
造
計
画
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

造
幣
局
は
、
貨
幣
の
偽
造
防
止
技
術
等
通
貨
制
度
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
内
容
と
す

る
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
財
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

造
幣
局
は
、
偽
造
防
止
技
術
に
係
る
秘
密
に
つ
い
て
、
そ
の
漏
え
い
の
防
止
そ
の
他
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

造
幣
局
は
、
中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
お
い
て
、
積
立
金
の
残
高
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
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計
算
し
た
額
を
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

造
幣
局
は
、
財
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
を
し
、
又
は
造
幣
局
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
雑
則

１

財
務
大
臣
は

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
お
け
る
組
織
及
び
業
務
の
全
般
に
わ
た
る
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は

、

、

貨
幣
の
確
実
な
製
造
の
確
保
並
び
に
偽
造
防
止
技
術
の
維
持
及
び
向
上
に
よ
る
通
貨
制
度
の
安
定
の
確
保
の
必
要
性
に
配

慮
す
る
。

２

財
務
大
臣
は
、
貨
幣
の
偽
造
に
対
処
す
る
等
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
造
幣
局
に
対
し
、
必
要
な
措
置

を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


